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皮膚の若返りも可能に？ 

～老化した表皮で何が起きているか，その現象と仕組みの新発見～ 

 

研究成果のポイント 

 ・コラーゲン＊１の一種である 17型コラーゲンが，発生＊２段階の表皮の厚さを保つことを発見。 

・老化によって分厚くなった表皮が，17 型コラーゲンの導入により若返る仕組みを解明。 

・表皮の若返りを目指す創薬や，皮膚がんの予防薬の開発への応用に期待。 

 

研究成果の概要 

17 型コラーゲンが，生物の発生や発がんに重要な役割を果たすことで知られる Wnt シグナル＊３と

協調することで，発生段階の表皮の厚さを調節していることを発見しました。また，老化した表皮で

は 17 型コラーゲンの分布が変化し，表皮が増殖することで厚くなることを見出しました。さらに，

17 型コラーゲンを表皮に導入すると，表皮は老化しても増殖せず，表皮が若いままで保たれることを

突き止めました。これらの研究成果は，表皮の若返りを目指す創薬や，皮膚がん予防薬の開発へとつ

ながることが期待できます。 
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研究成果の概要 

（背景） 

皮膚の表層にある表皮は，全ての臓器の最も外側に位置しており，外界とのバリア機能を担ってい

ます。表皮が厚くなりすぎたり薄くなりすぎたりするとバリア機能が損なわれますが，表皮の厚さが

どのように調節されるのかや，老化に伴って表皮がどう変化するのかについては，今までよくわかっ

ていませんでした。17 型コラーゲンをはじめとした表皮基底膜＊４関連タンパクは，我々の体表に存

在する毛の幹細胞＊５の維持に関わっていることが知られ，注目されていましたが，毛のない皮膚の表

皮でどのような役割を果たしているのかについては，謎に包まれていました。 

 

（研究手法） 

 独自に確立した遺伝子改変マウスや加齢マウスの実験系，培養細胞実験系，数理モデルを用いて，

表皮の増殖や 17 型コラーゲン，その他の表皮基底膜関連タンパクがどのように発現しているのかを

評価しました。 

 

（研究成果） 

 マウスや培養細胞から 17 型コラーゲンが欠損すると，発生段階の表皮がより活発に増殖すること

を突き止めました。また，このとき「Wnt シグナル」の活性が低下していました。逆に，17型コラー

ゲンをもたないマウスの表皮に 17型コラーゲンを導入すると，表皮の増殖は抑えられ，「Wnt シグナ

ル」の働きも正常になりました。 

さらに，紫外線の当たらない部分の表皮が老化すると，表皮が増殖して分厚くなるとともに，17 型

コラーゲンの分布が変化することを見出しました。一方，17型コラーゲンを強制的に発現させた表皮

では，老化しても表皮は増殖せず，いわゆる表皮の「若返り」を示すことが明らかになりました。 

 

（今後への期待） 

 今回の結果は，これまで未知の領域であった，表皮の厚さや増殖が 17 型コラーゲンによって調節

される現象と，その仕組みを明らかにした研究成果です。特に加齢による表皮の増殖を 17 型コラー

ゲンが抑えるという点から，表皮の若返りを目指す創薬や，皮膚がんの予防薬の開発へとつながるこ

とが期待できます。 
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【参考図】 

 

図１．皮膚の模式図 

 

図２．毛包間表皮の増殖と 17 型コラーゲン 



【用語解説】 

＊１ コラーゲン …皮膚，靱帯，骨などを構成するタンパク質の一つ。ヒトの体内に存在するコラーゲンの

総量は，全タンパク質のほぼ 30%を占める。約 30 種類の型が存在し，本研究ではそのうち 17 型を取り上

げている。 

 

＊２ 発生 …受精卵が成体になるまでの過程のこと。 

 

＊３ Wnt シグナル … 発生やがんの出現に関連するタンパク質の一群のこと。 

 

＊４ 表皮基底膜 … 皮膚の表面にある表皮とその下にある真皮を接合させる構造のこと。 

 

＊５ 幹細胞 … 臓器の元となる細胞のこと。 


